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第６章 誘導施策 
 

6-1 都市機能誘導区域に関する施策 
都市機能誘導区域内において、以下のような施策により誘導施設の維持・誘導を図るとともに、都市機能の

誘導ポテンシャルの向上を図ります。 
 
 

■公共施設の維持・充実 

・緒川駅周辺の都市機能誘導区域では、町役場をはじめとする公共施設が集積しており、今後も区域内での維

持・充実を図ります。 
 
■空き家の利活用による飲食店等の誘導 

・東浦駅周辺においては、空き家の利活用による飲食店等の立地誘導を図るため、改修費や家賃補助等を検討

します。 
 
■誘導施設整備への支援施策 

・誘導施設に対する税制上の特例措置や民間都市開発推進機構による金融上の支援措置といった国等が直接行

う施策を活用します。 
 
■駅周辺のにぎわい創出 

・緒川駅周辺において、イベントの開催やオープンスペースの設置等、高架下の空きスペースの活用を図りま

す。 
・東浦駅周辺において、駅前広場、ロータリー等の駅関連施設の整備や、主要な幹線道路利用者の休憩施設、

飲食店等の立地に向けた検討を行います。 
・鉄道駅周辺における誘導施設等の立地誘導や都市基盤施設の整備に当たっては、都市再生整備計画事業等の

活用を検討します。 
 

 
■届出制度の運用 

・都市機能誘導区域外において誘導施設の整備を行う場合、または都市機能誘導区域内で誘導施設の休廃止を

行う場合は、その行為に着手する 30日前までに町長への届出が必要になります。 
 

 
 
 

6-2 居住誘導区域に関する施策 
居住誘導区域をはじめとする地域において、以下のような施策により良好な居住環境を確保することで、町

内での居住継続や新たな居住者の誘導を図ります。 
 

■生活利便施設の適正配置 

・医療施設（内科・外科）、福祉施設（介護施設）の徒歩圏人口カバー率は９割を超えており、現在の施設分布

の維持・充実を促進します。 
・商業施設の徒歩圏カバー率は約５割にとどまっており、徒歩圏外の居住者の利便性を確保するため、公共交

通等による商業施設へのアクセス性向上を図ります。 
・また、商業施設の現在の施設分布の維持を図るとともに、石浜駅周辺では幹線道路沿道における商業系用途

地域への商業施設の立地誘導を図ります。 
・さらに、巽ヶ丘駅周辺では(都)知多刈谷線、(都)名古屋半田線の整備と併せた沿道整備による商業施設の立
地誘導を検討します。 

 
■空き家の利活用 

・既成市街地において増加傾向にある空き家の利活用を検討します。また、特に、空き家となっている景観的

に優れた建物の効果的な利活用を検討します。 
 
■住工混在の解消に向けた用途地域の見直し 

・石浜地区の「片山・川尻地区」および生路地区の「線路東地区」では、紡績工場などが立地していた工業地

域で、工場の廃業、移転などにより、住宅地への転換が進む地区であるため、住居系の用途地域への見直し、

または、より詳細な土地利用の規制誘導を図るために特別用途地区などの指定の検討を行います。 
 
■都市計画道路の整備 

・土地区画整理事業等と一体的に都市計画道路を整備（(都)養父森岡線、(都)名古屋半田線）を促進します。 
・緒川駅周辺の歩行者環境改善に向けて(都)緒川南北線の整備を図ります。 
・東浦駅の利便性向上に向けて(都)藤江線の整備を図ります。 
 
■地区の重要な道路の整備 

・整備による効果が大きい路線から順次、地区の道路の拡幅整備（早期整備を図る対象路線８路線）を図りま

す。 
 
■届出制度の運用 

・居住誘導区域外では、一定規模以上の住宅の開発行為または建築行為を行おうとする場合には、その行為に

着手する 30日前までに町長への届出が必要です。 
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6-3 公共交通ネットワークに関する施策 
以下のような公共交通ネットワークに係る施策により、東浦町地域公共交通計画に掲げる『移動しやすく交

流を生む「おでかけ」環境の実現』を図ります。 
 
■鉄道駅の利便性向上の促進 

・尾張森岡駅は、駅前広場がないため、西口の公園用地を活用して、駅前広場の整備を図ります。 
・緒川駅は、本町の中心地における緒川駅では、高架ホームへの乗降が階段のみで、無人駅の状況であること

からエレベーターの設置が必要であり、引き続き整備を JR に要望していきます。また、エレベーター設置
における国の支援基準となる 1日 3,000人以上の乗降客数の確保および利便性の向上のため、駐輪場の整備
に取り組みます。 
・石浜駅は、現在バリアフリー化が進んでいないことから、スロープの設置などを検討します。 
・東浦駅は、現在西側には駅前広場はあるものの東側にはなく、駅東側に住宅が増加し、駅へのアクセスが不

便であるため、東側に駅前広場の整備を図ります。 
・町外の巽ヶ丘駅は、知多市、阿久比町と連携して、駅前空間の整備や利便性の向上の検討、協議を行います。 
・鉄道利用の促進を図るため、各駅周辺の適地において、パークアンドライド用の駐車場の確保を図ります。

駐車場の確保を図るため、民間駐車場や大規模店舗等の駐車場を、所有者と条件等の調整を図りながらパー

クアンドライド駐車場として確保していきます。 
 
■既存バス路線の利便性向上 

・「う・ら・ら」、路線バスの経路及びダイヤの見直しを随時実施します。 
 
■新たな公共交通の導入検討 

・現在、運行されているバス路線では 現在、運行されているバス路線では満たせない 19 時～21 時の移動需
要を補うともに、タクシー需要を創出するための対策を実施します。 
・「う・ら・ら」では入れない丘陵地等の住宅街から、JR武豊線駅等までの移動手段を確保するグリーンスロ
ーモビリティ等の導入を検討します。 
・住民も利用できる公共交通となるよう、企業送迎バス等の公共交通課・共同運行化の働きかけを行います。 
 
■公共交通の利用促進 

・路線バス、タクシー等を含む町内公共交通を網羅的に案内するパンフレットの作成を行います。 
・「う・ら・ら」のダイヤ改正に行う際には、路線図、時刻表の全戸配布、町内施設への配架を実施します。 
・地域に出向いた乗り方勉強、公共交通に関するワークショップ等の開催を行います。 
 


